『舞姫』における文語文体再生の背景 by 小倉 斉
『
舞
姫
』
に
お
け
る
文
語
文
体
再
生
の
背
景
森
鴎
外
が
四
年
間
の
卜
イ
ツ
留
学
を
終
え
帰
国
し
た
の
は
、
一
八
八
八
(
明
治
幻
)
年
九
月
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
文
学
界
は
、
改
良
運
動
の
一
環
と
し
て
の
言
文
一
致
運
動
を
背
景
に
、
伝
統
的
な
漢
文
直
訳
体
や
和
文
体
の
枠
組
を
取
り
払
い
、
文
体
の
口
語
化
を
目
指
す
動
き
が
新
し
い
状
況
と
し
て
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
鴎
外
は
、
帰
国
の
翌
年
す
な
わ
ち
一
八
八
九
(
明
治
勾
)
年
か
ら
文
学
活
動
を
開
始
す
る
が
、
そ
の
活
動
は
言
文
一
致
運
動
の
高
ま
り
、
プ
|
ム
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
た
。
文
体
の
口
語
化
を
目
指
す
当
時
の
文
学
状
況
と
鴎
外
の
意
識
と
に
焦
点
を
絞
る
な
ら
ば
、
西
欧
文
学
を
翻
訳
す
る
に
当
た
っ
て
鴎
外
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
口
語
文
体
で
試
み
て
い
る
と
い
う
事
実
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ち
な
み
に
、
一
八
八
九
(
明
治
幻
)
年
中
あ
る
い
は
一
八
八
九
(
明
治
n)
年
を
起
点
と
し
て
発
表
さ
れ
た
鴎
外
の
翻
訳
作
品
を
口
語
文
体
と
文
語
文
体
と
に
分
け
て
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
〈
口
語
文
体
〉
『音
調
高
洋
第
一
曲
』
(
カ
ル
デ
ロ
ン
原
作
、
三
木
竹
二
と
共
訳
、
「
読
売
倉
斉
新
聞
」
一
八
八
九
・
一
・
一
五
l
二
・
一
四
)
『緑
業
の
歎
』
(
ド
ウ
デ
|
原
作
、
三
木
竹
二
と
共
訳
、
「
読
売
新
聞
」
一
八
八
九
・
二
・
二
二
)
『
玉
を
懐
い
て
罪
あ
り
』
(
ホ
フ
マ
ン
原
作、
三
木
竹
二
と
共
訳
、
「
読
売
新
聞
」
一
八
八
九
・
三
・
五
1
七
-
一
一
一
)
『新
世
界
の
浦
島
』
(
ア
ル
ヴ
イ
ン
グ
原
作
、
「
少
年
園
」
一
八
八
九
・
五
1
八
)
『洪
水
』
(
ハ
l
ト
原
作
、
「
し
が
ら
み
草
紙
」
一
八
八
九
・
一
O
I
一八
九
0
・
三
)
『戯
曲
折
諮
斑
之
「
エ
ミ
リ
ャ
、
ガ
ロ
ツ
チ
|
」
』
(
レ
ツ
シ
ン
グ
原
作、
三
木
竹
二
と
共
訳
、
「
し
が
ら
み
草
紙
」
一
八
八
九
・
一
O
l
一
八
九
二
・
八
)『
伝
奇
ト
オ
ニ
イ
』
(
キ
ヨ
ル
ネ
ル
原
作
、
三
木
竹
二
と
共
訳
、
「
読
売
新
聞
」
一
八
八
九
・
一
一
・
二
五
l
一二
・
三
)
〈
文
語
文
体
〉
『戦
僧
』
(
ド
オ
デ
エ
原
作
、
「
少
年
園
」
一
八
八
九
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『
於
母
影
』
(
新
声
社
共
訳
、
「
国
民
之
友
」
一
八
八
九
・
八
)
『瑞
西
館
に
歌
を
聞
く
』
(
ト
ル
ス
ト
イ
原
作
、
「
読
売
新
聞
」
一
八
八
九
・
一
・
六
t
一
・
二
九
)
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
鴎
外
は
一
八
八
九
(
明
治
辺
)
年
に
発
表
し
た
翻
訳
十
篇
の
う
ち
実
に
七
篇
ま
で
に
口
語
文
体
を
用
い
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
口
語
文
体
は
、
〈
ヤ
ツ
ト
今
日
始
め
て
目
を
見
開
い
て
驚
い
た
驚
い
た
筈
だ
ま
だ
見
た
事
の
な
い
大
き
な
室
の
窓
に
は
白
い
布
が
懸
ツ
て
居
ツ
て
雲
の
聞
か
ら
折
々
一
漏
れ
て
来
る
自
の
光
を
最
一
度
遮
ツ
て
居
ツ
た
〉
(
『
緑
葉
の
歎
』
)
や
〈
7
グ
タ
レ
l
ン
の
家
の
奴
稗
が
心
配
し
た
の
も
無
理
で
は
な
い
其
頃
巴
里
に
は
怪
し
い
死
様
を
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
闘
府
の
人
心
が
側
々
と
し
て
居
た
何
物
の
仕
業
か
知
れ
ぬ
が
金
銀
や
珠
玉
の
飾
を
持
っ
た
も
の
は
何
時
と
な
く
盗
み
取
ら
れ
文
た
飾
を
持
っ
て
日
暮
か
ら
後
に
歩
行
く
も
の
は
多
く
殺
さ
れ
た
〉
(
『
玉
を
懐
い
て
罪
あ
り
』
)
な
ど
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
鴎
外
後
期
の
口
語
文
体
が
持
つ
簡
潔
で
鰍
密
精
確
な
特
長
の
片
鱗
を
示
し
て
い
る
。
山
田
美
妙
は
、
「
明
治
廿
二
年
度
の
日
本
文
学
界
」
(
「
以
良
都
女
」
一
八
八
九
・
二
一
)
の
中
で
、
〈
前
に
美
妙
斎
主
人
の
言
文
一
致
体
の
流
行
の
実
の
有
っ
た
の
は
二
葉
亭
氏
、
嵯
峨
の
屋
氏
で
し
た
。
後
の
紅
葉
山
人
の
西
鶴
体
の
流
行
に
合
同
の
力
を
く
は
へ
た
の
は
饗
庭
筆
郎
氏
、
露
伴
氏
で
し
た
。
外
に
森
鴎
外
氏
は
む
し
ろ
言
文
一
致
体
の
た
め
に
腕
を
添
へ
ま
し
た
〉
と
述
べ
、
鴎
外
を
言
文
一
致
運
動
の
担
い
手
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
一
八
八
九
(
明
治
幻
)
年
中
の
繍
訳
に
お
け
る
口
語
文
体
の
多
用
と
い
う
事
実
を
見
る
限
り
、
美
妙
の
捉
え
方
は
的
を
得
て
お
り
、
鶴
外
は
文
体
の
口
語
化
の
動
き
に
敏
感
に
反
応
を
示
し
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
鴎
外
の
口
語
文
体
の
試
み
は
、
嗣
附
訳
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
弟
三
木
竹
二
と
の
合
作
戯
曲
『
女
歌
舞
伎
操
一
舞
』
(
「
読
売
新
聞
」
一
八
八
九
・
一
・
五
)
も
ほ
ぼ
口
語
文
体
で
醤
か
れ
て
い
る
し
、
一
八
八
九
(
明
治
幻
)
年
中
「
読
売
新
聞
」
寄
書
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
裸
で
行
け
や
」
(一
・
=c、「
修
行
が
し
た
い
」
(
三
・
ご
ニ
)
、
「
池
袋
清
風
君
に
一
言
す
」
(
四
・
七
)
、
「
巌
々
親
爺
へ
」
(
四
・
一
七
)
、
「
文
学
上
の
創
造
権
」
(六
・
二
七
)
、
「
時
事
新
報
は
医
者
の
何
者
た
る
を
知
ら
ず
」
(
七
・
一二)、
「
奇
か
奇
で
な
い
か
」
(
一
・
こ
の
投
書
文
ゃ
、
「
国
民
之
友
」
掲
載
の
評
論
「
独
逸
文
学
の
隆
運
」
な
と
も
、
「
で
す
・
ま
す
」
調
の
談
話
体
や
軽
妙
な
戯
文
調
で
書
か
れ
て
い
る
。
書
中
の
裸
矧
蝶
(
!
)
:
:
オ
ヤ
/
¥
演
士
口
ツ
ア
ン
か
お
え
い
チ
ャ
ン
な
ら
「
恩
ひ
し
こ
と
よ
、
と
い
ふ
処
だ
・:・:
タ
ガ
西
洋
で
千
年
も
二
千
年
も
続
い
た
喧
嘩
が
又
た
此
処
等
で
持
上
ツ
て
は
大
変
だ
:
・:
武
チ
ャ
ン
も
武
チ
ャ
ン
だ
「
裸
但
し
ミ
ユ
ル
テ
の
葉
に
て
例
の
処
は
隠
れ
て
見
え
ず
」
と
か
何
と
か
云
ツ
て
コ
ン
ナ
人
に
安
心
さ
せ
れ
ば
好
い
ニ
-
(
「
襟
で
行
け
や
」
|
|
「
読
売
新
聞
」
一
八
八
九
・
一
・
一
二
)
イ
ヤ
実
に
感
服
し
ま
し
た
!
忍
月
さ
ん
よ
り
、
先
づ
私
し
が
御
教
授
が
受
け
た
い
、
西
洋
の
詩
を
日
本
の
詩
に
訳
し
て
、
律
呂
に
合
は
せ
ろ
と
は
?
(
「修
行
が
し
た
い
」
|
|
「読
売
新
聞
」
一
八
八
九
・
三
・
一一一一)
今
の
日
本
は
、
独
逸
文
学
の
隆
運
が
殆
ど
其
極
度
に
達
し
た
時
で
す
。
夫
れ
に
読
売
新
聞
の
あ
る
投
書
家
は
、
態
々
「
独
逸
文
学
の
不
運
」
と
い
ふ
題
を
担
ぎ
出
し
て
、
独
逸
の
詩
を
翻
訳
す
る
人
を
攻
撃
し
ま
し
た
。
此
巌
々
法
史
と
い
ふ
人
は
、
兎
角
私
し
と
反
対
の
位
置
に
立
ち
た
が
る
、
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裸
鰍
蝶
以
来
、
お
馴
染
み
の
学
者
で
す
が
、
何
う
も
議
論
に
は
受
け
取
り
に
く
い
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
(
「
独
逸
文
学
の
隆
運
」
|
|
「
国
民
之
友
」
一八
八
九
・
四
)
こ
こ
に
示
し
た
例
は
、
口
語
文
体
と
は
い
っ
て
も
、
翻
訳
で
用
い
ら
れ
た
口
語
文
体
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
芸
術
の
無
理
解
に
対
す
る
皮
肉
・
反
論
で
あ
る
こ
と
や
新
聞
へ
の
投
書
文
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
意
識
し
た
軽
妙
自
在
な
口
調
が
選
ば
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
の
鴎
外
に
は
、
発
表
の
場
所
や
文
章
の
内
容
に
応
じ
て
文
体
あ
る
い
は
文
調
を
自
在
に
操
ろ
う
と
す
る
意
識
が
強
く
働
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
一
八
八
九
(
明
治
幻
)
年
中
に
示
さ
れ
た
口
語
文
体
へ
の
意
欲
は
、
一
八
九
O
(明
治
幻
)
年
に
入
る
と
急
速
に
薄
れ
、
鴎
外
は
口
語
文
体
の
試
み
か
ら
離
れ
て
い
く
。
最
初
の
小
説
『
舞
姫
』
(
「
国
民
之
友
」
一
八
九
0
・
二
を
い
わ
ゆ
る
雅
文
体
で
発
表
し
た
鴎
外
は
、
小
説
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
『
半
日
』
(
「
ス
ハ
ル
」
一
九
O
九
・
一
ニ
)
ま
で
口
語
文
体
を
試
み
て
い
な
い
し
、
翻
訳
に
お
い
て
は
一
八
八
九
(
明
治
幻
)
年
中
あ
れ
ほ
ど
口
語
文
体
を
試
み
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
埋
木
』
(
「
し
が
ら
み
草
紙
」
一
八
九
0
・
四
I
一
八
九
一
・
五
)
以
降
は
完
全
に
雅
文
体
に
転
換
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
し
が
ら
み
草
紙
」
で
本
格
化
す
る
評
論
活
動
に
お
い
て
も
、
漢
文
直
訳
体
が
重
き
を
成
し
て
い
く
し
、
先
に
挙
げ
た
「修
行
が
し
た
い
」
「
独
逸
文
学
の
隆
運
」
「
池
袋
清
風
君
に
一
言
す
」
「巌
々
親
爺
へ
」
「文
学
上
の
創
造
権
」
が
単
行
本
『
月
草
』
(
一
八
九
六
・
一
二
)
に
収
め
ら
れ
る
際
、
改
題
・
修
訂
さ
れ
、
文
体
が
漢
文
直
訳
体
に
統
一
さ
れ
た
事
実
も
あ
る
(
一
例
を
示
す
な
ら
ば
、
「修
行
が
し
た
い
」
は
「
平
灰
に
就
き
て
」
と
改
題
さ
れ
、
先
に
引
用
し
た
冒
頭
部
分
が
〈
古
本
山
人
は
洋
詩
を
国
語
に
訳
し
て
平
灰
を
存
ぜ
よ
と
、
忍
月
居
土
に
求
め
た
り
。
こ
の
平
灰
(
古
本
山
人
は
律
呂
と
い
ふ
)
は
い
か
に
し
て
出
さ
る
べ
き
も
の
な
る
か
〉
の
よ
う
に
修
訂
さ
れ
て
い
る
)
。
鴎
外
が
口
語
文
体
を
放
棄
し
、
小
-説
・
翻
訳
に
お
い
て
雅
文
体
を
創
出
す
る
に
到
る
一
八
九
O
(明
治
お
)
年
が
、
言
文
一
致
運
動
が
停
滞
期
に
入
る
年
と
ほ
ぼ
重
な
る
と
い
う
点
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
坪
内
治
迄
は
、
「
明
治
廿
二
年
文
学
上
の
出
来
事
月
評
」
(
「
読
売
新
聞
」
一
八
九
0
・
一
・
ご
ニ
)
で
、
〈
一
月
文
章
彫
琢
の
必
要
人
も
言
ひ
当
人
も
感
ず
随
ツ
て
糊
口
の
為
に
書
く
人
減
り
名
の
為
に
世
田
く
人
殖
ゆ
〉
、
〈
三
月
我
楽
多
文
庫
改
良
し
て
『
文
庫
』
と
な
る
文
壇
の
梁
山
泊
忽
出
、
西
鶴
の
羽
ば
た
き
ソ
ロ
/
¥
世
間
に
ひ
ら
く
て
〈
九
月
西
鶴
文
次
第
に
流
行
し
言
文
一
致
少
し
く
下
火
と
な
る
〉
、
〈
十
月
和
漢
洋
三
体
の
文
を
調
和
す
る
の
必
要
衆
の
感
ず
る
所
と
な
る
〉
、
〈
十
一
月
此
頃
元
禄
文
、
殊
に
西
鶴
熱
頂
上
に
達
す
随
て
文
章
の
巧
拙
を
評
す
る
者
四
方
に
あ
ら
は
れ
文
派
の
分
類
を
な
す
文
章
の
宗
門
を
作
る
隻
村
宗
恩
軒
宗
徳
冨
宗
等
の
名
此
聞
に
定
ま
る
〉
な
と
と
記
し
、
一
八
八
九
(
明
治
幻
)
年
の
小
説
を
中
心
と
し
た
文
章
界
の
動
向
と
し
て
、
言
文
一
致
の
後
退
、
文
章
彫
琢
主
義
の
台
頭
、
和
漢
洋
三
体
の
調
和
へ
の
要
求
と
西
鶴
熱
の
上
昇
を
指
摘
し
て
い
る
。
治
遠
の
指
摘
の
う
ち
、
鴎
外
の
雅
文
体
創
出
と
直
接
つ
な
が
る
も
の
は
、
和
漢
洋
三
体
の
調
和
の
問
題
で
あ
る
。
と
く
に
〈
鴎
外
の
雅
文
は
、
原
来
近
世
国
文
の
美
文
調
が
骨
子
で
、
そ
の
中
に
、
極
く
選
択
を
施
さ
れ
た
、
洗
練
さ
れ
た
、
美
し
い
ひ
び
き
を
有
つ
漢
語
が
赤
銅
細
工
の
な
か
の
賞
金
の
や
う
に
、
燦
然
と
か
が
や
い
て
ゐ
た
〉
(
日
夏
軟
之
介
「
雅
文
小
説
の
価
値
|
|続
鴎
外
小
説
の
究
完
頂」
|
|
「
新
女
苑
」
一
九
三
八
・
八
。
後
『
鴎
外
文
学
』
実
業
之
日
本
社
、
一
九
四
凹
・
一
に
収
録
)
と
い
う
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
、
和
文
体
を
軸
に
し
た
- 24一
鴎
外
の
雅
文
体
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
鴎
外
が
〈
感
化
を
強
く
蒙
む
っ
た
〉
(
山
本
正
秀
『
近
代
文
体
発
生
の
史
的
研
究
』
岩
波
書
底
、
一
九
六
五
・
七
)
と
さ
れ
る
落
合
直
文
の
国
文
改
良
運
動
を
避
け
て
通
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
和
漢
洋
三
体
の
調
和
へ
の
前
史
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
〈
日
本
文
章
会
の
新
和
文
体
普
通
文
運
動
〉
(
山
本
正
秀
『
近
代
文
体
発
生
の
史
的
研
究
』
前
出
)
の
一
部
を
担
っ
た
荻
野
由
之
は
、
「
和
文
ヲ
論
ス
」
(
「
東
洋
学
会
雑
誌
」
一
八
八
七
・
二
一
)
で
当
時
の
文
章
界
に
お
け
る
漢
文
体
の
隆
盛
ぶ
り
を
指
摘
し
つ
つ
そ
れ
へ
の
反
省
を
促
し
て
い
る
。
顧
ア
ニ
我
国
今
日
/
文
章
ハ
、
漢
文
、
真
仮
名
文
、
書
版
文
、
和
文
四
種
ナ
リ
、
官
私
/
日
用
ヲ
足
ス
ハ
真
仮
名
文
ト
書
脳
文
ナ
リ
、
真
仮
名
文
ハ
仮
名
交
/
漢
文
ニ
シ
テ
、
書
版
文
ハ
漢
文
/
変
体
ト
ス
へ
シ
、
純
粋
/
漢
文
ハ
日
用
ニ
ハ
ア
ラ
サ
レ
ド
モ
、
高
尚
ナ
ル
記
事
ハ
之
ニ
限
ル
コ
ト
ト
ナ
レ
リ
、
和
文
ニ
至
リ
テ
ハ
僅
ニ
其
学
者
中
ニ
通
用
ス
ル
ノ
ミ、
即
文
章
世
界
ハ
漢
文
/
主
宰
ト
モ
云
へ
キ
勢
ナ
リ
、
九
万
国
多
シ
ト
イ
へ
ト
モ
、
国
語
ヲ
ス
テ
他
国
/
文
法
ニ
テ
、
用
ヲ
足
ス
所
ア
ル
へ
シ
ト
モ
覚
エ
ス
、
古
ニ
ハ
三
勝
マ
テ
我
文
用
ヰ
シ
メ
ン
ト
イ
ヘ
ル
豪
傑
モ
ア
リ
、
国
学
者
ハ
言
霊
/
幸
フ
国
卜
誇
ル
コ
ト
ナ
ル
二
、
今
ハ
タ
此
極
ニ
至
レ
リ
、
長
大
息
ノ
コ
ト
ナ
ラ
ス
ヤ
、
今
/
国
学
者
{
且
シ
ク
反
省
/
工
夫
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
こ
の
あ
と
一
示
さ
れ
る
和
文
改
良
の
具
体
策
は
、
〈
口
語
ヲ
文
語
ニ
改
メ
テ
写
サ
ン
ノ
ミ
〉
と
か
〈
只
語
尾
ノ
一
部
ノ
ミ
、
其
名
詞
ノ
類
漢
語
洋
語
ニ
テ
通
用
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
悉
ク
其
億
二
従
フ
ヘ
シ
〉
と
い
っ
た
具
合
で
、
必
ず
し
も
有
効
な
も
の
と
は
言
い
難
い
が
、
和
文
宣
揚
の
主
張
の
根
底
に
漢
文
体
へ
の
抵
抗
が
見
ら
れ
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
落
合
直
文
の
「
文
章
の
誤
謬
」
(
『
自
主
典
講
究
所
講
演
』
十
て
一
八
八
九
・
七
・
一
五
)
で
は
、
当
時
の
文
章
界
の
混
雑
ぶ
り
の
中
で
最
も
広
く
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
漢
文
体
、
翻
訳
体
、
小
説
体
、
言
文
一
致
体
の
四
つ
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
欠
点
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
と
く
に
漢
文
体
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
漢
文
体
と
は
、
漢
文
へ
施
し
た
る
訓
点
よ
り
変
化
し
た
る
も
の
に
て
、
そ
の
訓
点
に
は
種
々
あ
り
ま
す
が
、
最
も
勢
力
あ
り
し
は
、
道
春
点
、
後
藤
点
、
一
斉
点
の
三
で
あ
り
ま
し
た
。
其
訓
点
に
よ
り
て
論
語
孟
子
杯
を
読
み
、
そ
の
語
路
を
覚
え
て
居
っ
て
、
自
分
に
文
章
を
書
く
時
に
も
、
そ
れ
を
用
ゐ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
さ
て
そ
の
訓
点
と
い
ふ
も
の
も
正
し
い
も
の
な
ら
ば
宜
し
か
れ
ど
、
甘
芭
不
規
則
な
る
も
の
で
、
特
に
一
斉
点
の
如
き
は
、
極
め
て
誤
り
が
多
い
、
所
が
其
誤
り
を
其
健
に
読
み
て
、
そ
れ
を
其
語
気
の
ま
与
に
か
く
故
に
、
そ
の
文
章
も
甚
拙
劣
で
あ
り
ま
す
。
落
合
直
文
は
、
い
ず
れ
に
対
し
て
も
そ
の
欠
点
を
難
じ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
言
文
一
致
体
に
対
す
る
〈
こ
れ
は
平
生
の
言
語
を
其
憶
に
写
す
こ
と
な
れ
ば
、
至
極
簡
便
な
る
の
み
な
ら
ず
、
第
一
分
り
易
い
。
か
つ
不
文
の
人
に
も
容
易
く
書
け
る
。
故
に
大
に
流
行
致
し
ま
す
。
私
も
、
言
語
と
文
章
と
は
離
る
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
論
者
で
あ
り
ま
す
。
さ
り
な
が
ら
、
こ
れ
に
は
余
程
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
〉
と
い
っ
た
言
い
回
し
と
比
べ
た
と
き
、
漢
文
体
へ
の
非
難
の
調
子
は
よ
り
声
高
で
あ
る
。
二
つ
の
例
の
み
で
軽
々
に
判
断
す
る
こ
と
は
危
険
だ
が
、
落
合
直
文
ら
の
新
国
文
運
動
の
背
景
に
漢
文
体
氾
濫
の
克
服
を
目
指
す
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
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は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
和
文
の
伝
統
的
語
法
を
見
直
す
こ
と
で
漢
文
体
氾
濫
の
弊
の
克
服
を
目
指
そ
う
と
す
る
意
図
は
、
そ
の
ま
ま
「
文
章
の
誤
謬
」
の
結
論
部
分
に
も
つ
な
が
る
。
落
合
直
文
は
、
〈
仮
名
の
あ
や
ま
り
、
活
語
の
あ
や
ま
り
・
助
辞
の
あ
や
ま
り
・
係
結
の
あ
や
ま
り
・
か
と
や
と
の
差
別
・
な
そ
の
格
・
必
、
二
を
要
す
る
と
文
字
・
必
、
二
を
要
す
る
も
文
字
・
を
字
の
不
足
・
の
文
字
の
賢
・
る
字
の
不
足
・
る
文
字
の
賛
・
と
L
受
く
る
詞
の
あ
や
ま
り
・
し
L
と
せ
し
と
の
差
別
・
さ
ん
と
せ
ん
と
の
差
別
・
さ
れ
さ
る
の
あ
や
ま
り
・
た
り
と
い
ふ
べ
き
と
こ
ろ
を
り
と
の
み
い
ふ
あ
や
ま
り
・
な
る
も
の
と
い
ふ
あ
や
ま
り
・
書
簡
文
の
あ
や
ま
り
〉
の
十
九
項
目
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
誤
用
の
撤
廃
を
力
説
し
て
い
る
が
、
大
部
分
が
助
動
詞
・
助
詞
の
誤
用
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
姿
勢
は
、
「
将
来
の
国
文
」
(
「
国
民
之
友
」
一
八
九
0
・
一
l
一
一
一
)
に
も
受
け
継
が
れ
る
。
人
の
事
物
に
感
ず
る
や
、
脳
は
真
に
命
を
意
思
に
伝
へ
、
こ
与
に
は
じ
め
て
一
の
行
為
を
あ
ら
は
す
が
如
く
、
そ
の
用
法
に
よ
り
て
は
、
文
章
の
死
活
に
関
し
、
右
せ
む
と
欲
す
れ
ば
右
し
、
左
せ
む
と
欲
す
れ
ば
ま
た
左
し
、
文
章
は
唯
助
辞
の
命
の
ま
ぶ
な
り
。
故
に
若
し
そ
の
配
置
に
し
て
あ
や
ま
り
あ
ら
む
か
、
意
義
反
覆
、
恰
も
精
神
惑
乱
せ
る
狂
人
に
こ
と
な
ら
ず
。
況
や
そ
の
巧
拙
を
論
ず
る
に
於
て
を
や
。
助
動
詞
や
助
詞
が
表
現
主
体
や
動
作
主
体
の
意
識
や
判
断
に
密
接
に
関
わ
る
機
能
を
持
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
落
合
直
文
が
こ
う
し
た
助
辞
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
点
は
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
根
岸
正
純
氏
は
、
「
和
文
体
と
漢
文
体
と
の
表
現
性
1
1
|
近
代
文
章
前
史
と
し
て
|
|
」
(
「
黙
示
録
」
一
九
七
八
・
二
の
中
で
、
和
文
体
に
は
〈
活
動
を
抑
止
し
た
回
定
視
点
の
故
の
「
優
美
閑
雅
」
が
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
が
話
者
が
お
の
れ
の
主
観
の
表
出
に
つ
な
が
る
と
こ
ろ
か
ら
謙
抑
な
表
現
姿
勢
を
伴
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
た
め
の
「
優
美
温
和
」
が
生
ま
れ
て
く
る
〉
と
し
、
和
文
体
へ
の
傾
斜
と
視
点
の
在
り
方
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
根
岸
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
落
合
直
文
が
後
に
新
国
文
運
動
の
実
践
と
し
て
発
表
し
た
最
初
の
小
説
『悲
哀
』
(「
し
が
ら
み
草
紙
」
一
八
八
九
・
一
O
)
が
一
人
称
形
式
に
よ
る
自
伝
的
作
品
と
し
て
構
想
さ
れ
、
維
新
前
後
の
家
の
没
落
と
上
京
後
の
養
家
で
の
生
活
、
そ
し
て
養
父
母
の
勧
め
に
よ
る
妹
の
不
本
意
な
結
婚
と
悲
劇
的
な
死
に
対
す
る
〈
予
〉
の
思
い
が
切
々
と
語
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
表
現
主
体
や
動
作
主
体
の
意
識
・
判
断
に
密
接
に
関
わ
る
機
能
を
持
つ
助
動
詞
や
助
詞
の
重
要
性
を
強
調
し
た
落
合
直
文
が
、
〈
話
者
〉
の
〈
主
観
の
表
出
〉
に
有
効
な
表
現
と
し
て
の
和
文
体
の
可
能
性
を
認
め
て
い
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
後
に
鴎
外
は
、
「
故
落
合
直
文
君
に
就
て
」
(
「明
星
」
一
九
O
四
・
二
)
と
題
し
た
談
話
文
に
お
い
て
、
〈
落
合
君
と
交
際
し
て
か
ら
、
物
を
書
く
の
に
、
テ
ニ
ヲ
ハ
や
仮
名
遣
に
気
を
注
け
な
け
れ
ば
成
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
を
知
ツ
た
の
で
有
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
落
合
君
に
聴
き
な
が
ら
直
し
ま
し
た
〉
と
述
べ
、
直
文
か
ら
受
け
た
影
響
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
直
文
の
和
文
体
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
と
触
れ
て
い
な
い
。
鴎
外
の
文
体
論
と
も
言
う
べ
き
「雪
国
文
論
」
(
「し
が
ら
み
草
紙
」
一
八
九
0
・
四
)
に
お
い
て
も
事
情
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
〈
古
は
言
と
文
と
の
差
別
〉
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
〈
読
ま
せ
む
た
め
に
作
れ
る
文
漸
く
盛
に
な
り
も
て
ゆ
く
穫
に
〉
〈
言
と
文
と
の
懸
隔
〉
が
生
じ
た
と
い
う
認
識
を
示
し
た
鴎
外
は
、
〈
読
む
べ
き
散
文
〉
の
改
良
更
新
の
必
要
性
を
説
く
- 26一
こ
と
か
ら
始
め
る
。
鴎
外
の
認
識
は
、
話
し
言
葉
で
あ
る
「
言
」
と
書
き
言
葉
で
あ
る
「
文
」
と
は
そ
の
享
受
の
形
態
に
お
い
て
異
質
な
も
の
が
あ
る
と
の
前
提
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
〈
死
文
は
既
に
作
る
べ
か
ら
ず
〉
と
い
う
立
場
に
立
つ
鴎
外
は
、
〈
我
邦
の
歴
史
を
捨
て
我
語
の
沿
革
を
顧
み
ず
必
ず
今
の
音
に
の
み
依
り
て
今
の
言
を
写
し
之
を
文
と
な
さ
む
と
す
〉
る
〈
羅
馬
{
子
会
〉
の
主
張
を
否
定
し
、
〈
「
ト
ラ
ン
ス
ス
ク
リ
プ
チ
オ
ン
(
引
用
者
注
、
円『
白口印円三宮
-D
ロ
H
転
写
、
音
訳
、
音
声
を
音
声
記
号
に
よ
っ
て
表
す
方
法
ご
よ
り
一
歩
を
進
め
た
る
も
の
〉
で
あ
る
若
林
柑
蔵
ら
に
よ
る
〈
落
語
の
筆
記
〉
を
〈
美
術
な
る
言
は
未
だ
必
ず
し
も
美
術
な
る
文
な
ら
ず
〉
と
し
て
退
け
る
。
鴎
外
に
と
っ
て
「
文
」
と
は
あ
く
ま
で
も
書
き
言
葉
の
領
域
の
も
の
な
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
〈
文
は
即
、
言
、
々
は
即
、
文
な
り
と
や
う
に
思
ふ
人
も
あ
る
〉
言
文
一
致
の
実
践
に
対
し
て
は
、
〈
依
然
た
る
文
〉
〈
読
ま
せ
む
た
め
の
文
〉
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
山
田
美
妙
の
試
み
に
対
し
て
は
、
〈
言
文
一
致
体
は
仮
名
を
正
し
或
る
一
定
の
て
に
を
は
を
用
ゐ
て
今
の
言
を
綴
り
た
る
文
な
り
此
体
の
維
と
も
い
ふ
べ
き
山
田
美
妙
斎
氏
の
如
き
は
美
術
な
る
言
文
一
致
体
の
文
を
作
り
て
大
に
国
文
の
進
歩
を
図
ら
れ
た
り
〉
と
か
〈
山
田
氏
の
流
派
は
五
回
文
学
社
会
に
与
ふ
る
に
新
し
き
言
を
文
と
な
す
勇
気
を
以
て
し
た
り
日
本
新
文
学
の
先
登
を
な
し
た
り
〉
と
か
い
う
よ
う
に
、
そ
の
功
績
を
大
い
に
賞
揚
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
新
て
に
を
は
」
や
「
だ
」
「
で
す
」
な
と
の
〈
新
語
格
〉
に
対
し
て
は
、
い
ま
だ
〈
常
格
〉
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
否
定
的
な
見
解
を
示
す
。
最
終
的
に
は
、
落
合
直
文
の
「
文
章
の
誤
謬
」
中
の
〈
私
も
言
語
と
文
章
と
は
離
る
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
論
者
で
あ
り
ま
す
、
さ
り
な
が
ら
、
こ
れ
に
は
余
程
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ひ
居
り
ま
す
、
即
ち
言
語
を
今
少
し
上
品
に
進
め
文
章
を
少
し
引
き
下
げ
や
う
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
〉
と
い
う
一
節
を
引
用
し
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
下
す
の
で
あ
る
。
余
等
は
縞
に
恩
ふ
に
落
合
氏
が
引
下
け
ん
と
す
る
文
章
と
山
田
氏
が
語
格
の
旧
を
守
ら
ん
を
り
の
文
章
と
は
其
相
距
る
こ
と
今
日
の
如
く
甚
し
か
ら
ざ
る
べ
し
或
は
其
聞
に
於
て
某
語
を
一
家
の
雅
な
り
と
し
て
一
家
の
俗
な
り
と
す
る
こ
と
、
一
家
は
猶
、
文
に
音
響
あ
ら
む
こ
と
を
求
め
一
家
は
極
端
の
意
見
を
繰
り
て
必
ず
し
も
こ
れ
を
求
め
さ
る
如
き
こ
と
な
ど
は
あ
る
べ
け
れ
と
之
を
今
の
懸
隔
に
比
す
れ
ば
宣
麹
に
天
涯
と
照
尺
の
み
な
ら
む
や
鳴
呼
、
余
等
は
二
家
の
心
事
を
知
る
も
の
な
り
二
家
は
均
し
く
是
れ
我
新
国
文
の
輿
ら
む
を
望
め
る
に
あ
ら
ず
や
山
田
氏
に
し
て
旧
来
の
語
格
を
散
文
に
も
応
用
せ
む
と
せ
ば
此
両
極
端
の
聞
に
立
ち
た
る
幾
多
の
家
数
は
皆
、
カ
を
合
は
し
て
斯
文
の
改
良
更
新
に
従
事
す
る
こ
と
を
得
べ
し
是
れ
余
等
が
切
望
に
耐
へ
ざ
る
所
な
り
つ
ま
り
鴎
外
は
こ
こ
で
、
「
だ
」
「
で
す
」
な
ど
の
卑
俗
な
〈
語
格
〉
は
文
の
美
し
さ
を
破
媛
す
る
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
、
美
妙
に
「
な
り
」
「
た
り
」
「
ベ
し
」
な
ど
の
〈
旧
来
の
語
格
〉
を
応
用
す
る
こ
と
を
勧
め
、
そ
う
す
れ
ば
新
文
学
の
文
体
の
諸
流
派
は
統
一
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
落
合
直
文
の
新
国
文
運
動
と
山
田
美
妙
の
言
文
一
致
運
動
の
隔
た
り
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
鴎
外
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
当
時
の
言
文
一
致
運
動
を
全
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
書
き
言
葉
と
し
て
の
「
文
」
の
領
域
で
、
〈
読
ま
せ
む
た
め
〉
の
〈
散
文
〉
、
〈
唯
目
と
心
と
に
待
つ
こ
と
あ
る
の
み
〉
と
い
う
黙
読
を
主
体
と
し
た
享
受
の
さ
れ
方
を
す
る
〈
散
文
〉
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
新
し
い
文
体
の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
論
拠
は
、
「
だ
」
「
で
す
」
は
俗
で
文
に
持
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ち
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
一
点
の
み
で
、
言
文
一
致
体
と
旧
来
の
文
語
文
と
の
文
法
上
の
差
異
は
無
視
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
鴎
外
自
身
の
和
文
体
へ
の
見
解
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
き
わ
め
て
大
胆
な
提
案
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
鴎
外
は
な
ぜ
こ
う
し
た
論
拠
で
〈
旧
来
の
語
格
〉
を
擁
護
す
る
立
場
を
示
し
た
の
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
〈
話
者
〉
の
〈
主
観
の
表
出
〉
に
有
効
な
表
現
と
し
て
の
和
文
体
の
可
能
性
に
関
わ
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
や
ら
そ
の
答
え
は
、
『
舞
姫
』
で
採
用
さ
れ
た
文
体
の
実
際
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
得
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
『
舞
姫
』
が
一
人
称
の
回
想
的
手
記
の
形
式
を
持
つ
こ
と
と
密
接
に
関
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
t町
ヲ
匂
。
亀
井
秀
雄
氏
は
「
近
代
文
学
に
お
け
る
〈
語
り
〉
の
問
題
」
(
「
日
本
文
学
」
一
九
七
八
・
一
一
)
に
お
い
て
、
一
八
八
七
(
明
治
初
)
年
九
月
、
森
田
思
軒
が
「
国
民
之
友
」
第
八
号
に
発
表
し
た
「
小
説
の
自
叙
鉢
記
述
鉢
」
を
〈
一
人
称
的
な
書
き
方
の
方
法
的
な
可
能
性
に
注
目
し
た
発
言
〉
と
し
、
そ
の
発
言
に
、
当
時
の
新
文
体
の
模
索
が
、
単
に
言
文
一
致
ば
か
り
で
な
く、
一
人
称
形
式
を
志
向
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
形
跡
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
亀
井
氏
の
指
摘
に
よ
り
つ
つ
、
〈
明
治
二
十
年
と
い
う
年
が
、
「
自
傍
」
の
可
能
性
に
注
意
が
向
け
ら
れ
た
年
〉
で
あ
り
、
〈
問
、
し
時
期
「
自
侍
」
と
は
異
質
な
一
人
称
の
表
現
の
可
能
性
に
も
、
表
現
者
た
ち
は
強
い
関
心
を
む
け
て
い
た
〉
と
す
る
小
森
陽
一
氏
も
、
「
〈
語
る
〉
一
人
称
/
〈
記
述
〉
す
る
一
人
称
|
|
明
治
二
十
年
代
一
人
称
小
説
の
諸
相
|
|
」
(
『
構
造
と
し
て
の
語
り
』
新
隈
社
、
一
九
八
八
・
四
)
に
お
い
て
、
同
時
代
的
関
心
に
最
も
敏
感
だ
っ
た
表
現
者
の
一
人
と
し
て
森
田
恩
軒
を
評
価
し
、
「自
叙
鉢
」
と
い
う
方
法
意
識
に
注
目
し
て
い
る
。
森
田
思
軒
の
発
言
を
要
約
す
れ
ば
、
〈
自
叙
の
鉢
〉
す
な
わ
ち
一
人
称
文
体
で
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
〈
某
の
場
合
某
の
境
遇
に
立
ち
し
時
の
感
情
有
様
〉
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
〈
読
む
者
〉
に
は
そ
れ
が
〈
現
に
之
を
目
時
附
す
る
如
き
〉
印
象
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
作
品
世
界
内
の
一
人
称
主
体
が
、
自
己
の
「
い
ま
・
こ
こ
」
に
即
し
て
場
面
を
描
写
し
、
そ
の
「
い
ま
・
こ
こ
」
に
お
け
る
自
己
の
心
情
を
吐
露
す
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
読
者
自
身
が
そ
の
場
面
内
に
存
在
し
、
そ
の
「
い
ま
・
こ
こ
」
を
読
者
自
身
が
目
撃
(
〈
目
路
〉
)
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
臨
場
感
を
与
え
る
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
の
「
自
叙
鉢
」
と
い
う
方
法
意
識
に
は
、
た
し
か
に
『
舞
姫
』
の
一
人
称
形
式
に
よ
る
自
己
表
現
に
つ
な
が
る
要
素
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
『
舞
妓
』
で
い
ま
ひ
と
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
回
想
的
手
記
形
式
と
い
う
点
で
あ
る。
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明
氏
は
「
近
代
小
説
の
言
説
・
序
章
|
|
小
説
の
〈
時
間
〉
と
雅
文
体
あ
る
い
は
亀
井
秀
雄
『
感
性
の
変
革
』
を
読
む
|
|
」
(「日
本
文
学
」
一
九
八
四
・
七
)
の
中
で
、
〈
散
文
小
説
は
〈
過
去
〉
形
式
の
文
月
き
で
あ
り
、
〈
近
代
小
説
の
成
立
は
、
こ
の
散
文
小
説
に
お
け
る
〈
過
去
〉
形
式
を
い
か
な
る
姿
で
実
現
す
る
か
と
言
う
戦
い
の
中
か
ら
産
出
さ
れ
〉
、
二
葉
亭
四
迷
の
『
浮
雲
』
に
お
け
る
「
た
」
(
文
語
の
「
き
」
「
け
り
」
「
つ
」
「
ぬ
」
「
た
り
」
「
り
」
を
統
括
し
て
近
代
に
登
場
し
て
き
た
助
動
詞
)
の
発
見
を
そ
の
先
駆
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
谷
氏
は
〈
二
葉
亭
四
迷
は
『浮
雲
』
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
小
説
の
可
能
性
を
拓
い
て
行
っ
た
〉
と
〈
同
時
に
散
文
小
説
の
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
閉
塞
さ
せ
、
隠
蔽
〉
し
、
〈
多
視
点
的
な
視
点
の
遠
近
法
〉
を
失
わ
せ
た
と
述
、
へ
、
〈
言
文
一
致
以
降
の
雅
文
体
〉
を
〈
「
た
」
と
い
う
多
義
的
・
多
視
点
的
・
多
元
的
な
世
界
を
抑
制
す
る
号
一
口
説
に
対
す
る
意
図
的
な
撰
択
〉
で
あ
る
と
し
、
『
舞
姫
』
が
雅
文
体
で
書
か
れ
た
こ
と
の
意
義
は
〈
「
た
」
と
い
う
近
代
的
な
主
体
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
と
し
て
理
解
す
べ
き
〉
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
三
谷
氏
の
指
摘
は
き
わ
め
て
示
唆
的
だ
。
『
舞
姫
』
と
い
う
本
文
(
テ
ク
ス
ト
)
は
、
太
田
豊
太
郎
が
セ
イ
ゴ
ン
の
港
に
停
泊
中
の
船
内
で
過
去
を
回
想
し
、
そ
の
回
想
を
〈
文
〉
に
綴
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
然
、
太
田
豊
太
郎
の
意
識
の
中
に
は
、
〈
文
〉
に
綴
っ
て
い
る
時
間
、
回
想
し
て
い
る
時
間
、
過
去
の
体
験
や
事
件
と
共
に
流
れ
る
時
間
、
と
い
う
〈
多
義
的
・
多
視
点
的
・
多
元
的
な
世
界
〉
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
れ
ら
は
錯
綜
し
た
形
で
存
在
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
を
よ
り
効
果
的
に
表
現
し
、
そ
し
て
〈
目
と
心
と
に
待
つ
〉
享
受
を
さ
せ
る
た
め
に
、
〈
話
者
〉
の
〈
主
観
の
表
出
〉
に
有
効
な
和
文
体
を
軸
に
〈
多
義
的
・
多
視
点
的
・
多
元
的
な
世
界
〉
を
論
理
的
・
分
析
的
に
叙
述
す
る
に
有
効
な
漢
洋
二
体
を
折
衷
し
た
雅
文
体
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
『
舞
姫
』
の
田
目
頭
近
く
に
次
の
一
節
が
あ
る
。
鳴
呼
、
プ
リ
ン
ド
イ
ー
ジ
ー
の
港
を
出
で
与
よ
り
早
や
二
十
日
余
り
を
経
ぬ
世
の
常
な
ら
ば
生
面
の
客
に
さ
へ
交
を
結
び
て
旅
の
憂
さ
を
慰
め
あ
ふ
が
航
海
の
習
ひ
な
る
に
徴
惹
に
こ
と
よ
せ
て
「
カ
ビ
ン
」
の
裡
に
の
み
箆
り
て
同
行
の
人
々
に
も
物
い
ふ
こ
と
の
少
な
き
は
人
知
ら
ぬ
恨
み
に
頭
べ
の
み
悩
ま
し
た
れ
ば
な
り
こ
の
遺
恨
は
初
め
一
抹
の
雲
の
如
く
我
霊
魂
を
掠
め
瑞
西
の
山
色
を
も
見
せ
ず
伊
太
利
の
古
蹟
に
も
心
を
留
め
さ
せ
ず
中
ご
ろ
は
世
を
厭
ひ
身
を
は
か
な
み
て
腸
、
日
ご
と
に
九
廻
す
と
も
い
ふ
べ
き
惨
痛
を
わ
れ
に
負
は
せ
今
は
心
の
奥
に
凝
り
固
ま
り
て
一
点
の
務
と
の
み
な
り
た
れ
ど
文
よ
む
ご
と
に
、
物
み
る
毎
に
鋭
に
う
つ
る
影
、
声
に
応
ず
る
響
の
ご
と
く
限
り
な
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懐
旧
の
情
を
喚
起
し
て
幾
度
と
な
く
わ
が
心
を
苦
し
む
、
鳴
呼
、
奈
に
し
て
か
こ
の
恨
み
を
鋪
せ
ん
若
し
外
の
恨
み
な
り
せ
ば
詩
に
詠
じ
歌
に
よ
み
し
後
は
心
地
す
が
/
¥
し
く
も
な
り
な
ん
、
こ
れ
の
み
は
余
り
に
深
く
我
心
に
銭
り
つ
け
た
れ
ば
さ
は
あ
ら
じ
と
恩
へ
ど
今
宵
は
あ
た
り
に
人
も
無
し
房
奴
の
来
て
篭
気
線
の
鍵
を
振
る
に
は
猶
ほ
程
も
あ
る
べ
け
れ
ば
、
い
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
文
に
綴
り
て
見
む
こ
こ
で
は
、
〈
人
知
ら
ぬ
恨
み
〉
に
悩
む
〈
余
〉
が
、
〈
「
カ
ビ
ン
」
〉
に
能
っ
て
二
十
日
あ
ま
り
の
航
海
の
日
々
を
過
ご
し
た
〈
惨
痛
〉
を
嘆
き
、
〈
詩
〉
や
〈
歌
〉
で
は
そ
の
〈
恨
み
〉
を
表
出
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
語
り
つ
つ
、
〈
恨
み
を
鈎
せ
ん
〉
が
た
め
に
手
記
の
筆
を
執
ろ
う
と
す
る
心
情
を
語
っ
て
い
る
。
文
中
二
箇
所
に
〈
鳴
呼
〉
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
現
在
時
の
感
想
を
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
〈
早
や
二
十
日
余
り
を
経
ぬ
〉
と
か
〈
奈
に
し
て
か
こ
の
恨
み
を
鈎
せ
ん
〉
と
い
っ
た
主
情
的
・
和
文
的
な
文
脈
を
伴
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
二
十
日
余
り
の
聞
に
変
化
し
た
〈
恨
み
〉
を
三
段
階
に
区
分
し
、
〈
初
め
一
抹
の
雲
の
如
く
我
霊
魂
を
掠
め
〉
〈
中
ご
ろ
は
世
を
厭
ひ
身
を
は
か
な
み
て
〉
〈
今
は
心
の
奥
に
凝
り
固
ま
り
て
〉
の
よ
う
に
欧
文
的
文
章
に
よ
っ
て
客
観
的
・
分
析
的
に
叙
述
す
る
箇
所
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
〈
世
の
常
な
ら
ば
生
而
の
客
に
さ
へ
交
を
結
び
て
旅
の
憂
さ
を
慰
め
あ
ふ
が
航
海
の
習
ひ
な
る
に
〉
と
い
っ
た
仮
想
表
現
な
と
も
、
欧
文
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
で
あ
る
。
次
に
漢
文
体
の
要
素
と
し
て
は
、
〈
生
面
〉
〈
徴
惹
〉
〈
惨
痛
〉
な
ど
の
漢
語
、
〈
奈
に
し
て
か
こ
の
恨
み
を
鈎
せ
ん
〉
と
い
っ
た
強
意
疑
問
、
〈
腸
、
日
ご
と
に
九
廻
す
〉
と
い
う
司
馬
遷
「
報
任
安
書
」
を
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出
典
と
す
る
成
句
、
〈
世
を
厭
ひ
、
身
を
は
か
な
み
て
〉
〈
文
よ
む
ご
と
に
、
物
み
る
毎
に
〉
〈
鏡
に
う
つ
る
影
、
声
に
応
ず
る
響
〉
〈
詩
に
詠
じ
歌
に
よ
み
し
〉
と
い
っ
た
対
句
の
多
用
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
対
句
の
多
用
は
、
語
る
主
体
と
語
ら
れ
る
客
体
、
回
想
す
る
現
在
と
回
想
さ
れ
る
過
去
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
を
重
層
的
に
対
比
さ
せ
、
作
品
一
篇
の
モ
チ
ー
フ
を
自
ず
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
く
。
以
下
に
挙
げ
る
例
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
鳴
呼
、
何
等
の
悪
因
ぞ
こ
の
恩
を
謝
せ
ん
と
て
自
ら
我
僑
居
に
来
し
少
女
は
シ
ヨ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
を
右
に
し
シ
ル
レ
ル
を
左
に
し
て
終
日
冗
坐
す
る
我
読
書
の
窓
下
に
一
輸
の
名
花
を
咲
か
せ
て
け
り
、
こ
の
時
を
始
め
と
し
て
余
と
少
女
と
の
交
際
は
漸
く
繁
く
な
り
も
て
行
き
て
同
郷
人
に
さ
へ
知
ら
れ
彼
等
は
速
了
に
も
余
を
以
て
色
を
舞
姫
の
群
に
漁
す
る
も
の
と
し
た
り
、
〈
鳴
呼
〉
と
い
う
言
葉
は
、
や
は
り
現
在
時
に
お
け
る
感
想
で
、
回
想
の
時
点
で
〈
悪
因
〉
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
過
去
の
時
点
で
は
〈
名
花
〉
で
あ
っ
た
と
認
識
さ
れ
る
わ
け
だ
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
舞
姫
』
と
い
う
本
文
(
テ
ク
ス
卜
)
は
、
主
情
的
な
和
文
脈
に
よ
る
自
己
表
現
あ
る
い
は
自
己
の
心
情
吐
露
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
客
観
的
・
分
析
的
な
欧
文
脈
、
対
句
の
多
用
を
基
本
と
す
る
漢
文
脈
に
よ
る
状
況
認
識
・
対
象
把
握
を
配
す
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
例
を
挙
げ
よ
う
。
余
は
模
糊
た
る
功
名
の
念
と
検
束
に
慣
れ
た
る
勉
強
力
と
を
持
ち
て
忽
然
、
こ
の
欧
州
新
大
都
の
中
央
に
立
て
り
何
等
の
光
彩
ぞ
、
我
目
を
射
ん
と
す
る
は
、
何
等
の
色
沢
ぞ
我
心
を
迷
は
さ
ん
と
す
る
は
、
一
音
提
樹
下
と
訳
せ
ば
幽
静
の
境
か
と
思
は
ん
な
れ
ど
、
こ
の
大
道
髪
の
如
き
ウ
ン
テ
ル
、
デ
ン
、
リ
ン
デ
ン
に
来
て
両
辺
の
石
を
鋪
け
る
人
道
を
行
く
隊
々
の
土
女
を
見
よ
胸
張
り
肩
答
え
た
る
士
官
の
|
|
ま
だ
維
阪
一
世
の
街
に
臨
め
る
窓
に
俺
る
頃
な
れ
ば
|
|
棟
々
の
色
に
て
飾
り
た
る
礼
装
を
着
け
た
る
新
よ
さ
女
の
巴
里
ま
ね
び
の
粧
し
た
る
彼
も
此
も
目
を
驚
さ
ぬ
は
な
き
に
車
道
経
青
の
上
を
音
も
せ
で
走
る
色
々
の
馬
車
、
雲
に
銭
ゆ
る
楼
閣
の
少
し
と
ぎ
れ
た
る
処
に
は
晴
れ
た
る
空
に
夕
立
の
立
目
を
聞
か
せ
て
渡
り
落
つ
る
噴
井
の
水
、
遠
く
望
め
ば
e
フ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
ゲ
ル
門
を
隔
て
ふ
緑
樹
、
枝
を
さ
し
交
は
し
た
る
中
よ
り
半
天
に
浮
び
出
で
た
る
戦
勝
塔
の
神
女
の
像
|
|
こ
の
許
多
の
景
物
が
目
艇
の
聞
に
E
R
ま
り
た
れ
ば
始
め
て
こ
L
に
来
し
も
の
L
応
接
に
遣
な
き
も
宜
な
り
、
さ
れ
と
余
が
胸
中
に
は
縦
令
ひ
い
か
な
る
境
に
遊
び
で
も
あ
だ
な
る
美
観
に
心
を
ば
動
さ
じ
と
の
念
あ
り
て
恒
に
わ
れ
を
襲
ひ
来
た
る
外
物
を
遮
ぎ
り
留
め
ん
と
し
た
り
こ
れ
は
、
後
進
国
日
本
に
ヨ
l
ロ
y
パ
の
学
問
を
持
ち
帰
る
と
い
う
使
命
感
に
燃
え
る
太
田
豊
太
郎
が
、
ウ
ン
テ
ル
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
の
通
り
に
立
っ
と
こ
ろ
だ
。
短
い
描
写
を
通
し
て
、
豊
太
郎
の
限
に
映
っ
た
〈
欧
羅
巴
の
新
大
都
〉
の
様
子
が
実
に
的
確
に
書
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
〈
胸
張
り
一
肩一
鍛
え
た
る
士
官
〉
と
い
う
描
写
に
は
普
仏
戦
争
に
勝
利
を
収
め
た
軍
国
主
義
の
園
プ
ロ
シ
ャ
の
姿
が
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
〈
様
々
の
色
に
て
飾
り
た
る
礼
装
を
着
け
た
る
妨
よ
き
女
の
巴
里
ま
ね
び
の
粧
し
た
る
〉
か
ら
は
、
戦
争
で
フ
ラ
ン
ス
を
負
か
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
敗
戦
国
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
・
モ
ー
ド
で
飾
り
た
て
た
女
た
ち
が
ウ
ン
テ
ル
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
を
歩
い
て
い
る
と
い
う
皮
肉
な
光
景
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
は
、
普
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仏
戦
争
後
の
ベ
ル
リ
ン
の
風
俗
を
的
確
に
要
約
し
た
例
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
景
観
が
一
種
の
遠
近
法
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
豊
太
郎
の
限
は
近
景
に
注
が
れ
、
ウ
ン
テ
ル
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
の
通
り
、
軍
人
と
パ
リ
ま
ね
び
の
女
、
車
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
を
走
る
馬
車
を
捉
え
る
。
続
い
て
〈
晴
れ
た
る
空
に
夕
立
の
音
を
聞
か
せ
て
綴
り
落
つ
る
噴
井
の
水
〉
が
あ
り
、
〈
遠
く
望
め
ば
.
フ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
ゲ
ル
門
〉
が
映
り
、
〈
半
天
に
浮
び
出
で
た
る
戦
勝
塔
の
神
女
の
像
〉
を
消
点
と
し
て
す
べ
て
の
風
景
が
収
赦
し
て
い
く
。
遠
近
法
は
、
画
面
の
一
点
に
消
点
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
す
べ
て
の
線
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
こ
ち
ら
側
に
風
景
や
対
象
物
を
見
て
い
る
主
体
の
限
差
し
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
主
体
と
は
、
近
代
的
な
個
体
性
を
持
ち
、
世
界
を
そ
の
視
線
で
秩
序
づ
け
る
。
前
田
愛
氏
は
、
『舞
姫
』
に
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
と
い
う
都
市
の
描
写
を
〈
日
本
の
近
代
の
小
説
の
中
で
は
都
市
と
い
う
も
の
を
一
種
の
遠
近
法
で
描
き
だ
し
た
〉
最
初
の
実
例
で
あ
る
と
し
、
そ
こ
に
見
え
隠
れ
す
る
豊
太
郎
の
遠
近
法
的
な
眼
差
し
の
中
に
、
〈
か
れ
の
自
我
の
か
く
れ
た
構
造
〉
さ
ら
に
は
〈
近
代
人
の
視
覚
の
基
本
的
な
構
造
〉
を
読
み
取
っ
て
い
る
(
「
近
代
文
学
と
活
字
的
位
界
」
||
「
国
文
学
解
釈
と
観
賞
別
冊
〈
日
本
文
学
新
史
・
近
代
〉
」
至
文
堂
、
一
九
八
六
・
三
)
0
前
田
氏
の
指
摘
し
た
豊
太
郎
の
遠
近
法
的
な
眼
差
し
は
、
単
に
ベ
ル
リ
ン
と
い
う
都
市
の
風
景
に
注
が
れ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
〈
人
知
ら
ぬ
恨
み
〉
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
大
い
に
発
揮
さ
れ
る
は
ず
だ
。
ま
た
亀
井
秀
雄
氏
は
、
〈
か
れ
(
引
用
者
注
、
豊
太
郎
)
は
お
の
れ
の
個
人
的
な
境
涯
を
語
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
自
由
な
雰
囲
気
に
触
発
さ
れ
た
自
己
解
放
の
欲
求
ゃ
、
エ
リ
ス
の
可
憐
さ
に
惹
か
れ
て
生
活
を
共
に
す
る
に
至
っ
た
自
分
の
感
情
の
動
き
な
と
を
辿
っ
て
ゆ
く
。
も
っ
ぱ
ら
反
省
的
な
自
己
意
識
が
深
化
し
て
ゆ
く
展
開
と
し
て
そ
の
事
件
は
描
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
対
象
の
見
え
方
や
自
分
の
感
じ
方
の
ほ
か
に
現
在
の
境
遇
の
原
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
運
命
的
な
事
態
を
作
っ
て
し
ま
う
必
然
的
な
契
機
と
し
て
わ
が
心
や
感
性
を
織
り
込
ん
で
ゆ
く
表
現
方
法
が
、
こ
う
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
〉
(
「
近
代
文
学
に
お
け
る
〈
語
り
〉
の
問
題
」
前
出
)
と
述
べ
て
い
る
。
亀
井
氏
の
言
う
表
現
方
法
と
は
、
遠
近
法
的
な
限
差
し
で
捉
え
た
対
象
に
言
葉
を
与
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
和
漢
洋
三
体
を
巧
み
に
折
衷
さ
せ
る
こ
と
で
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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※
『
舞
姫
』
の
引
用
は
「
国
民
之
友
」
第
六
九
号
(
一八
九
O
一
-
一
一)
所
収
の
本
文
に
よ
っ
た
。
漢
字
等
適
宜
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
(
愛
知
淑
徳
短
期
大
学
)
